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要       約 

太平洋北部におけるヤナギムシガレイの漁獲量は大きく変動している。近年では 1995 年

から増加がみられ、1998、1999 年に過去最高を記録した。その後減少し、2001 年にはピ

ークの 1/3 程度に落ち込んだ。その後やや持ち直し、最近５年間は横ばい傾向にある。 

親魚量をある程度維持しつつ、資源水準を回復させることを資源の管理目標とした。

F30%SPR を基準値とし、平成 18 年 ABC 算定のための基本規則１－３）－（２）に基づ

いてFlimit=0.8 ×基準値としてこの時の漁獲量をABC limitとした。また、Ftarget=Flimit 

×0.8 とし、この時の漁獲量を ABCtarget とした。 

 
2007年ABC 資源管理基準 F値 漁獲割合

ABC limit 104トン 0.8F30% 0.27 26%

ABC target 86トン 0.8・0.8F30% 0.22 23%

F値は各年齢の平均値

年 資源量（トン） 漁獲量（トン） F値 漁獲割合

2004 426 154 0.52 36%

2005 473 154 0.45 33%

2006 453

年は暦年、F値は各年齢の平均である。

 

水準：中位  動向：横ばい 

 

１．まえがき 

ヤナギムシガレイは体長 35cm ほどに達する中型の異体類で、北海道南部以南の日本各地

から黄海、渤海および東シナ海の水深 400ｍ以浅の砂泥域に分布している。本種は干物とし

ての産業的価値が高く、特に抱卵している雌を軽く天日で干したものは「子持ちヤナギ」

とよばれ人気が高い。太平洋北部海域では主に大陸棚上で底びき網によって漁獲されてい

る。本海域における沖合底びき網漁業の漁獲量は長期的に大きく変動しており、資源の変

動も大きいと考えられる。本海域のヤナギムシガレイは 2001 年より資源回復計画の対象魚

種に指定された。2003 年から保護区の設定により漁獲圧を削減して資源を回復する試みが

 













と漁獲物全体の全長組成から年齢別漁獲尾数を求めた。ヤナギムシガレイの成長、体重お

よび寿命には雌雄差があるため、雌雄別の age-length key を用いて年齢分解を行った。な

お、４歳以下、全長 30cm 以下の雌雄比は１：１とし、５歳以上、全長 31cm 以上はすべて

雌とした。本種は 1 歳の途中から漁獲され始めるため１歳以上を対象とし、５歳以上の個

体は少ないため、５歳は６歳以上を含めたプラスグループとした。 

各年齢、各年における資源尾数 Na, y は、以下に示す Pope の近似式(1972)を用いて求め

た。 

表２．太平洋北部におけるヤナギムシガレイの年齢別漁獲尾数（千尾）
年齢 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005

1 1,445 246 32 715 354 525 701 480

2 2,612 1,625 186 215 761 173 640 851

3 543 1,060 1,484 59 380 395 181 351

4 187 199 423 364 114 200 334 130

5以上 16 41 57 152 136 222 126 105

合計 4,802 3,171 2,182 1,505 1,744 1,515 1,981 1,918

表３．太平洋北部におけるヤナギムシガレイの資源尾数（千尾）
年齢 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005

1 8,133 1,247 1,721 3,827 1,481 2,970 4,983 3,081
2 5,791 5,059 754 1,312 2,349 841 1,850 3,262
3 1,049 2,205 2,506 423 832 1,158 502 876
4 293 338 782 642 277 313 553 232

5以上 24 69 105 268 253 252 143 188
合計 15,291 8,918 5,867 6,471 5,193 5,535 8,032 7,639

注）コホート解析による推定値。

表４．太平洋北部におけるヤナギムシガレイの漁獲死亡係数
年齢 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005

1 0.22 0.25 0.02 0.24 0.32 0.22 0.17 0.1
2 0.72 0.45 0.33 0.20 0.46 0.27 0.50 0.3
3 0.88 0.79 1.11 0.17 0.73 0.49 0.52 0.6
4 1.28 1.10 0.95 1.03 0.63 1.28 1.15 1.0

5以上 1.28 1.10 0.95 1.03 0.63 1.28 1.15 1.0
平均 0.88 0.74 0.67 0.53 0.55 0.71 0.76 0.63

注）コホート解析による推定値。

表５．太平洋北部におけるヤナ
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ギムシガレイの資源重量（トン）
年齢 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005

1 176 27 37 83 32 64 108 67
2 361 316 47 82 147 52 115 204
3 124 260 295 50 98 137 59 103
4 52 60 140 114 49 56 99 4

5以上 8 22 33 83 79 78 44 58
合計 721 684 552 412 405 388 426 473

注）資源尾数に各年齢の平均体重（６月）を乗じたもの。
性比は1:1と仮定し、５歳魚以上の個体はすべて雌とした。
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表６．F値（各年の平均値）の変化による資源量および漁獲量の推移

漁獲量（トン） 資源量（トン）

F 基準値 2007 2008 2009 2010 2011 2007 2008 2009 2010 2011

0.00 0 0 0 0 0 497 782 1,084 1,401 1,711

0.11 0.20 Fsus 48 93 195 396 435 497 714 913 1,096 1,249

0.16 F=M 68 116 201 355 376 497 683 840 975 1,080

0.22 0.40 Fsus 86 134 205 324 333 497 655 778 878 951

ほぼF targetに相当

0.27 0.50 Fsus 104 149 206 296 297 497 627 721 793 841

ほぼF limitに相当

0.35 F30% 124 164 205 268 263 497 595 658 702 730

0.37 Fmax 133 169 204 257 251 497 582 633 668 688

0.43 0.8Fcurrent 151 179 201 236 227 497 553 581 599 608

0.54 Fsus 179 190 195 209 200 497 511 510 510 510

0.54 1.00 Fsus 179 190 195 209 199 497 510 509 509 509

ほぼF currentに相当

0.65 1.2Fcurrent 203 195 186 189 180 497 472 450 440 436

を ABCtarget とした。 

その結果、ABClimit=104 トン、ABCtarget=86 トンと判断された。 

 
2007年ABC 資源管理基準 F値 漁獲割合

ABC limit 104トン 0.8F30% 0.27 26%

ABC target 86トン 0.8・0.8F30% 0.22 23%

F値は各年齢の平均値

（３）ABC の再評価 

 再評価の結果、2005 年および 2006 年の ABC はそれぞれ再々評価および再評価で減少し

た（表７）。これは、資源量が想定していたよりもやや少なかったことに加え、近年、若齢

魚に対する選択率が低くなり、漁獲圧が低下したためである。また、2005 年当初の ABC

と比べると実際の漁獲量はかなり多かった。これには 2004 年級の加入量が予測値よりも倍

以上多かったことに加えて、推奨しているよりも高い漁獲圧で漁獲が続けられているため

と考えられる。 

表７．過去の管理目標・基準値、ABC(当初・再評価）のレビュー（単位はトン）

評価対象年（当初・再評価） 管理基準1 資源量 ABC limit ABC target 漁獲量 管理目標

2005年（当初） 0.8F30%SPR(0.26) 302 64 51 154 親魚量回復

2005年（再評価） 0.8F30%SPR(0.28) 478 111 98 154 親魚量回復

2005年（再々評価） 0.8F30%SPR(0.27) 473 97 84 154 親魚量回復

2006年（当初） 0.8F30%SPR(0.28) 488 126 110 親魚量回復

2006年（再評価） 0.8F30%SPR(0.27) 453 85 71 親魚量回復

1;ABClimitに対する資源管理基準（略号）とそれに相当するF値（年あたり）

資源量、漁獲量、ABCの単位：トン、漁獲量は暫定値

 

７．ABC 以外の管理方策への提言 

近年の漁獲死亡係数の変化を見ると、高齢魚には高い漁獲圧がかかっている反面、若齢

魚に対しては比較的低い。そのため、年齢別にかかる漁獲圧が現状の状態であれば、資源

 



はほぼ横ばいで推移していくものと考えられ、若干漁獲努力を減らすことにより、資源は

徐々に回復していくと考えられる。ただし、現状では加入量を予測することができないた

め、これは近年と同レベルの加入が続くと仮定したときの予測である。1990 年代半ばから

後半に連続して発生した卓越年級も高齢となり、今後はそれらの子世代が親魚の中心とな

ってくる。子世代には卓越年級は発生しなかったため、親魚量や産卵数は今後減る可能性

もある。過去の資源の変動パターンから見て太平洋北部のヤナギムシガレイ資源は卓越年

級の発生によって大幅に増加している。1980 年代後半から 1990 年代前半のような沖底の

漁獲量が 20 トンを切るといった超低水準の資源状態になることを避けるためにも、加入状

況を早めに把握し、加入が悪いときにはより一層若齢魚の漁獲を制限し、親魚になるまで

保護する努力が必要となるだろう。 
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